
基礎英語
【第1回】基礎文法(1)

基本文型・英文の種類・動詞

講師 吉村 理津子



英文は 5 つの基本文型に分類される：

① 基本文型 1 ＜S＋V＞ S: subject （主語）, V: verb （動詞）
例文 She smiled.

I walk fast. 
→V は自動詞で、S＋V のみでも英文は成立

② 基本文型 2 ＜S＋V＋C＞ C: complement
（補語：主語の説明的情報）

例文 He is happy.
He became a teacher. →S＝Cの関係が成立

1. 基 本 文 型 (1/4)



③ 基本文型 3 ＜S ＋V＋O＞ O: object （目的語）
例文 He opened the door.

I met him.  
→Vは他動詞で目的語Oを伴う

④ 基本文型 4 ＜S ＋V＋O1＋O2＞

例文 They gave me a present.
I sent her a mail.
→Vは他動詞で２つの目的語を伴う

1. 基 本 文 型 （2/4）



⑤ 基本文型 5 ＜S＋V＋O＋C＞
例文 I found her cute.

They called me Ken. 
→V は他動詞で O＝C の関係が成立

1. 基 本 文 型 （3/4）



＜基本 5 文型のまとめ＞

・第1文型： 主語と動詞（自動詞）のみで文が成り立つ

・第2文型： be 動詞/一般動詞 （自動詞） の後に主語の状態や動き
を説明するCを置き、かつ S=C となる

・第3文型： 一般動詞 （他動詞） の後に O

・第4文型： 一般動詞 （他動詞） の後に O (間接)＋O (直接)

・第5文型： 一般動詞（他動詞） の後にO＋C、かつ O=C

＊英文の構造がわからなくなったとき、これら5文型を参考に、「主語」、「動詞」、
「補語」あるいは「目的語」をみつけ、文の構造・意味をつかみましょう。

1. 基 本 文 型 （4/4）



英文の種類には、主として平叙文、疑問文、命令文、感嘆文がある

① 平叙文： 事実を記す文で肯定文と否定文に分別

例文 肯定文 I know him.
否定文 I don’t know him. 
肯定文 She’s Japanese. 
否定文 She’s not/She isn’t Japanese. 
肯定文 I’m his brother.
否定文 I’m not his brother. 

注：”am not”に短縮形はありません

2. 英 文 の 種 類 (1/5)



② 疑問文：

・疑問詞 （how, who, which, where, what, when 等） を伴わない疑
問文 （⇒Yes/No 形式で返答可）、否定疑問文や付加疑問文の形式
をとるものもある

・疑問詞を伴う疑問文 （⇒Yes/No 形式で返答不可）

疑問詞を伴わない疑問文：

Do you play tennis?
Don’t you play tennis?

→否定疑問文
You play tennis, don’t you?

→付加疑問文

2. 英 文 の 種 類 （2/5）

返答は Yes, I do./No, I 
don’t.の形式。一貫して、
肯定なら ”Yes, ～“、 否
定なら “No, ～” となる



疑問詞を伴う疑問文：

How many sisters do you have? 
Who is your teacher?

＊疑問詞については第4回でも扱います

2. 英 文 の 種 類 （3/5）

返答は、Yes/No形式ではな
く、”I have two sisters.”, “My 
teacher is Mr. Sato.”  あるい
は ”Mr. Sato is.” となる



③ 命令文 ： 命令、依頼、勧誘等を表す文で、主語を省く

例文 Wait. 
Be quiet.
Don’t smoke here.
Please don’t smoke here.
Let’s go.
Let's not go.

. 

2. 英 文 の 種 類 （4/5）



④ 感嘆文： 感情を表し、”what” もしくは ”how” で始まる文
例文 この花はとてもきれい／これらの花はとてもきれい

これらを感嘆文で表すと：

What a pretty flower (this is)!
What pretty flowers (these are)!
How pretty (this flower is)!
How pretty (these flowers are)!
注： 文末に感嘆詞 (!) を置く
会話では対象物を見て表現するため、フルで言うことは少なく、かっこ内を省
略することが多い

. 

2. 英 文 の 種 類 （5/5）



英語で使う動詞は 「be 動詞」と「一般動詞」の 2 種類のみです

① be 動詞
①-1  機能： be 動詞は主語が何か、どこにいる（ある）の

か、どのような状態かを表す

＊be 動詞は通常は主語のあとに置かれる
例文 I am/was a teacher. （何か）

My brother is in Tokyo now.（どこにいるのか）
This flower is beautiful.（どのような状態か）

3. 動 詞 (1/10)



3. 動 詞 （2/10）

主 語 現 在 形 過 去 形

I am was

You ・単複 are were

I / you以外・単数 is was

I / you以外・複数 are were

表１. be 動詞の使い分け

①-2 be 動詞の使い分け

be 動詞は主語および時制によって使い分ける



be 動詞の使い分け例
You are/were (a) teacher(s). 
注： 時制により be 動詞は異なる
主語が単数か複数かでも異なり、それにより補語(名詞）
表現形式（単／複）も異なる

3. 動 詞 (3/10)



①-3 否定文、疑問文における be 動詞の位置

・否定文では not の前：
例文 I am not his brother. 

They were not in the building.

3. 動 詞 （4/10）



疑問詞を伴わない疑問文、否定疑問文ではbe 動詞は冒頭に：
例文

（疑問文） Is he your brother?  

Are they in the building now?

(否定疑問文）

Are you not (=Aren’t you) his teacher?

Is it not (=Isn’t it) fine today?

3. 動 詞 （5/10）



①-4 “There～構文の be動詞
There～構文は人／モノが「～に居る／在る」と表す文

例文 There is (=There’s) a desk in his room.
There are not (=There aren’t/There’re not) any 
desks in his room.
Is there any milk in the glass?

注 Here～構文は 「これは～である」、「～はここにある」の
ように特定(目の前）の場所を表すときに使う：
Here’s my school. Here’re your books.

3. 動 詞 （6/10）



①-5 be動詞の原形 “be” の使用
以下のような場合に使います：

1) 命令形
例文 Don’t be afraid. 

2)  助動詞の後に
例文 It will be fine tomorrow. 

3) to 不定詞の後に
例文 I want to be a teacher.
＊不定詞については第6回で扱います

3. 動 詞 （7/10）



② 一般動詞 ： be 動詞以外はすべて一般動詞
②-1 種類： 規則動詞と不規則動詞、自動詞と他動詞、

群動詞 （句動詞）

②-2 規則動詞・不規則動詞
・規則動詞： 過去形と過去分詞形が ”ed”でおわるもの

例 opened-opened, played-played, liked-liked
tried-tried

・不規則動詞： 過去形と過去分詞形が不規則に変化するもの

例 come-came-come, take-took-taken
＊動詞の語形変化については第2回でも扱います

3. 動 詞 (8/10)



②-3 自動詞と他動詞：

他動詞は目的語を伴い、自動詞は目的語を伴わない

・他動詞のみの機能をもつ： need,  have 等

・自動詞のみの機能をもつ： happen, seem 等 (非常に少ない)

・他動詞・自動詞の機能をもつ： stop, read, run, turn 等 (多数）

3. 動 詞 （9/10）

The car stopped. (自動詞）
I stopped the car.(他動詞）



②-4 群動詞 (句動詞）： 動詞に副詞や前置詞等を組み合わせ、
動詞の働きをもたせたもの

例文 I looked for the pen.   （動詞＋前置詞）
He got up at six.         (動詞＋副詞）
I turned off the television. （動詞＋副詞）

＊群動詞（句動詞）は第9回でも扱います

3. 動 詞 (10/10)



１．次の文の構造を考えてみましょう。

例） They found the girl cute.
1) They call the dog Hana.
2) The mountain was so beautiful.
3) I met a lot of people.
4) I swim very fast.
5) My teacher taught us English and Japanese.

ク イ ズ (1/2)



2．肯定文を否定文に、否定文を肯定文にしてください

1) She knows the story.
2) We’re not working here.     
3) Are you American?     ⇒ 否定疑問文にして下さい

3.  There ～／Here～構文で作文して下さい

1) 庭に犬が2匹います
2) ここに自転車 (a bike/a bicycle) が一台ありました
3) あの家には猫は1匹もいません

ク イ ズ (2/2)



次の動詞の活用形（過去形と過去分詞形）を覚えましょう

ｌike liked     liked say     said     said play     played    played

have     had     had make     made     made see     saw     seen    

know     knew     known study     studied     studied get     got     got / gotten

come     came     come live     lived     lived pay     paid     paid

eat     ate     eaten visit     visited     visited stop     stopped      stopped

plan     planned     planned

宿 題
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